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生チップボイラーによる燃料利用技術の開発（その６）
 － 燃料用チップの形状 － 
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１ 研究のねらい 
木材チップをチップボイラー燃料として利用す

る場合、チップ形状が燃料の品質を管理する上で

重要な因子となる。 
今回は、チップボイラーでの利用に適した燃料

用チップの形状とその要因について検討した。 
 

２ 方法と結果 
(1) 方法 

チップ化方式や原材料の異なる数種類の木材チ

ップを、林業技術センターと西和賀町雪国文化研

究所のチップボイラー（共にチップ搬送装置はス

クリュー式）で使用し、利用の可否や問題点等を

検証した。 
チッパーは、製紙用チップの生産に用いられて

いる定置型チッパー（ふるいを装備）と、土木工

事等での使用の多い移動式チッパー２タイプ（切

削型と粉砕型：共にふるい無し）を使用した。 
  

 

（担当 林産利用部 主任専門研究員 多田野 修） 

チッパー ふるい

切削型 粉砕型

定定置置型型チチッッパパーー（（製製紙紙用用））  

移移動動式式チチッッパパーー  

繊維状の粉砕チップによる供給試験

搬送装置でのセンサー誤作動によるチップ供給停止

原材料は、スギ、アカマツ、カラマツの丸太や

枝葉の付いた全木材を用いた。 
(2) 結果 
・ 移動式チッパー（切削型）は、製紙用チップに

近い形状のものが得られ、チップボイラーでの

使用は基本的に可能であった。樹種別では、ス

ギの樹皮や枝は、確実なチップ化が困難なため

長尺チップ（長さ 20cm 以上）の割合が多く、

搬送装置内のセンサー誤作動の原因となり問

題があった。（関連資料：成果速報 No.193） 
・ 移動式チッパー（粉砕型）は、生材では繊維状

の形状となり、スクリュー方式のチップ搬送装

置を使用しているチップボイラーでは燃料の

連続供給が困難であった。 
・ 定置型チッパーは、ふるいを備えているため、

一定寸法のチップが安定して得られ、燃料用と

して最適であった。 
 
３ 成果と今後の進め方 
木材チップの形状は、チップ化方式やふるいの

有無、原材料の種類により大きく異なり、燃料と

しての品質を左右することが分った。 
今後は、燃料用チップの含水率や形状等品質規

格について検討する予定である。 


